
　

河
原
津
海
岸
の
西
側
に
位
置
す

る
標
高
１
３
２
㍍
の
永
納
山
に
は
、

７
世
紀
後
半
前
後
に
築
城
さ
れ
た

古
代
山
城
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
の
城
は
造
ら
れ

た
時
代
に
よ
っ
て
古
代

山
城
・
中
世
山
城
・
近

世
の
城
と
大
き
く
三
分

類
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

中
で
も
古
代
山
城
は
最

古
の
も
の
で
、
日
本
書

紀
に
も
「
白
村
江
の
戦

い
」
に
敗
れ
た
こ
と
か

ら
、
西
日
本
の
要
衝
に

城
を
築
き
、
唐
や
新
羅

の
侵
攻
に
備
え
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
古

代
山
城
は
西
日
本
を
中
心
に
25
カ

所
し
か
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

愛
媛
県
で
は
永
納
山
城
１
カ
所
の

み
で
、
四
国
で
も
３
カ
所
し
か
確

認
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
遺
跡
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
17
年
に
は

国
史
跡
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
お
よ
そ
１
３
０
０
年
も

前
の
古
代
ロ
マ
ン
に
夢
を
馳
せ
る

人
た
ち
に
よ
り
「
永
納
山
古
代
山

城
跡
の
会
」
が
結
成
さ
れ
、
永
納

山
城
跡
を
中
心
に
地
域
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
す
る
活
動
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
も
こ
の
貴
重
な
遺
跡
を
守

り
伝
え
て
い
く
た
め
の
発
掘
調
査

を
進
め
て
お
り
、
今
後
の
整
備
に

よ
っ
て
、
歴
史
と
自
然
に
触
れ
る

こ
と
の
で
き
る
場
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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動
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伊
予
三
芳

今
治
小
松
自
動
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道
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河原津海岸

楠河小学校

永
納
山

至
今
治

至
小
松

▲ 休暇村瀬戸内東予方向から望む永納山 ( 中央 )

▲ 発掘調査の進む城跡 

No.49　ヘラシギ（旅鳥）
　くちばしがヘラのような独特の形をした、世界的にも非常に
数が少なくレッドリストで絶滅危惧種に指定されている珍しい
シギです。西条では大明神川河口や禎瑞の休耕田で数例の観察
記録があります。秋の渡りの季節にトウネンやチドリの群れと
行動をともにしているところが見られます。

撮
影：

十
亀
茂
樹

平成21年7月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　114,796 人  （＋28人）

　男　　  54,956 人  （＋15人）

　女　　  59,840 人  （＋13人）

世　帯　  47,590世帯  (＋32世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　今年も日本各地で台風などの大雨
による被害が相次いでいます。多く
の方が亡くなられた兵庫県佐用町の
被害の様子をテレビで見た時、５年
前の台風災害の光景が、まざまざと
脳裏に浮かび上がってきました。
　橋に積みあがった流木、家々に山
積した土砂、横転した自動車等々。
　自然の猛威を完全に防ぐことはで
きませんが、悲劇を繰り返さないた
めにも、被害を最小限に食い止める
努力をしなければなりません。（ト）

　

       
第
52
回
　

国 

史 

跡
「
永 

納 

山 

城 

跡
」

　「広報さいじょう」平成21年11月号～平成22年４月号に掲載する
有料広告を募集しています。詳しくは、市ホームページをご覧いた
だくか、総務課広報情報係へお問い合わせください。

●募集枠数　１枠
●掲載位置　裏表紙裏面下段（カラー刷り）
●大 き さ　縦50ミリ×横86ミリ
●金　　額　１カ月２万円

問合せ　市庁舎本館総務課　広報情報係　℡0897－52－1204

広報さいじょう　2009　9月号35


